
USHA Japan 第 30 回議事録 

2022年 5月 14日㈯ 15：00～16:00 

 場所：ZOOM会議              

    

出席者：小野、酒井、Prakash、橋本、井村、滝井（敬称略） 

１．報告事項 

１）ネパール情報 

 ネパールからの特定技能人材の来日など 

 ・順次来日しており、現段階で 4組/23名が入国。1組目については 4月 17日㈰に Prakash副会長が率いる 7名の人材

を三宮にて本会から小野会長、井村事務局長、滝井理事、田端理事が Dogwood 関係者と共に出迎えた。今後 5 月 18

日に東京へ 4 名、27 日に大阪へ 8 名、6 月以降も引き続き来日し、60 名ほど来日予定。またビザ申請中の方もカトマン

ズに 10名ほどおり、計 70名の来日を予定している。東京への入国は Prakash副会長が 18～25日の日程で成田にて出

迎え予定。 

・今後来日した方々へどのような支援が必要か検討する。入国前に日本の現在の状況や普段の生活等の情報共有も重要。 

 

２. 審議 

1) 活動状況 

事務局 

  HPの刷新状況 

  ・木下理事/ Prakash副会長で HP作成サイトや費用の情報を共有して詳細を協議する。 

  News letter No.3刊行 

  ・掲載原稿が完成。特定技能人材の来日やだんじり祭りなど直近の情報も記載して刊行予定（今月中） 

 

プロジェクトチーム 

人材育成・教育生活支援活動 

  ネパールオンライン交流会 

  ・Prakash副会長と田端理事で内容検討予定だったが、都合が合わず改めて協議予定。 

  ・明日予定していた交流会については、ネパールで市長選挙（5/13-15）を受けて延期。 

次回は再来週の 29日㈰に実施予定。詳細は別途メールにて連絡。 

  草の根交流とメディア活動 

  ・草の根事業として 5月 3日のネパールと日本を繋ぐ交流会のだんじり祭りに小野会長と Purushottam理事が出席予定だ

ったが、いずれも当日の連休事情で欠席となり、祭りの概要は Prakash 副会長が News letter に寄稿報告する。（Bindu 理

事は帰国中） 

  ・NRNA との共同活動 

  ・4月 5日に小野会長と Purushottam理事が関西支部長と協議。今後活動具体化に向けさらに協議を継続する。 

  ネパールの健康で豊かな国づくり協力活動 

  関西医科大学の国費留学について 

  ・ASEANを中心とした留学生について、国費で生活費/学費/交通費を負担し、博士後期課程取得をサポート。 

  ネパールの留学生の枠が 2 枠あり、大学間締結をすれば受験が可能になるので、ネパールの大学関係者と交渉を模中。

タイやフィリピンからもかなり優秀な人が入っている。日本語ができる必要はなく、英語ができれば問題なし。 

  今後、酒井副会長と Prakash副会長とで情報共有して検討する。 

 

３．その他 

 ・ネパール特定技能者の離職率がかなり低い。考えられる要因はサポートが手厚く安心して滞在できている。また来日のた

めに多額の資金を使用しており、目標としたところを達成しないと借りているお金を返せない等の事情も影響しているかも。

国民性もあるかもしれないが、実際のところはわからない。 

 ・入国者到着時に出迎えがなかったり、事前の説明が正しく行われていない等、ビジネス目的で入国支援をおこなう学校も

あり、サポートが手薄になることでトラブルが発生している。 

・今後何とか USHA Japan で一次相談窓口など来日者へのサポート態勢を検討する。まずは HP を整備するとともに来日

者との交流会の具体化を検討。 

 

 

次回会議予定 6月 18日（土） 15:00～16:00  

   

 


